
2016 年度第６回北陸公法判例研究会開催のご案内 
 

 

北陸公法判例研究会会員の皆様 

 

 早春の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

さて、このたび、下記のとおり、本年度第６回目となります北陸公法判例研究会を開催いた

します。今回は慶應義塾大学の山元一先生をお招きし、テーマを設定しての討論式の研究会と

なります。万障お繰り合わせのうえ、ご参加くださいますようお願い申し上げます。 

なお、通例とは異なり平日の開催となり、会場、開始時間も異なりますので、ご注意くださ

い。 

 

記 

 

日時： 2017 年 3 月 9 日（木） 午後 2 時 30 分より 

場所： 金沢大学サテライトプラザ（金沢市西町教育研修館内） 

金沢市西町三番町 16 番地 （次ページに地図があります） 

https://www.adm.kanazawa-u.ac.jp/ad_koho/satellite/ 

 

テーマ：「山元憲法学との対話――その憲法解釈方法論を中心に」 

   コメント 山崎 友也 准教授（金沢大学） 

   リプライ 山元 一 教授  （慶應義塾大学） 
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連絡先：稲葉 実香（金沢大学） 076-264-5497  inaba@staff.kanazawa-u.ac.jp 

 

 


